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22 名の合唱団が歌っ22 名の合唱団が歌った “第9 ”

1

　寒い寒い夕暮れ。病院 4階の西側の窓一面に紅色

の空が広がりました。そしてそこに黒々とした美しい

富士山が浮かび上がり、まさに日本画の世界です。あ

の富士山の向こうに今日も頑張っている先生方がいら

っしゃるのだと、思わず足を止め美しい景色に見入っ

てしまいました。

　　　　　＊　　　　　  ＊  　　　　　＊

　あけましておめでとうございます。

　12 月 15 日は当院恒例のクリスマスコンサートで

した。今年は男性合唱に2名の頼もしい団員が加わり、

総勢 22名の合唱団になりました。何年間も手掛けて

きた曲に加え、今年は新たに “ 第 9” に挑戦したので

す。第 9とは、シラーの詩に

ベートーベンが曲を付けた世界の名曲No.1 と言われ

ている大作です。正式には「交響曲第 9番ニ短調 ≪

合唱≫ 作品 125 シラーの頌歌 ≪歓喜に寄す≫ 」と

いう曲なのです。よく年末には第 9が歌われ、しか

も 100 人とか 1,000 人の合唱団、そして 10,000 人

の大合唱が手掛けるようなまさに大作なのです。

　織本病院混声合唱団は 22名。世界一小さな合唱団

による第 9でした。練習期間はおおよそ 8ヶ月間。毎

週月曜や水曜の夜、約 1時間半の練習でした。音符

も読めない、ドイツ語も読めない、小さな小さな合唱

団です。私の実姉、クロイツァー凉子が手取り足取り

の指導をしてくれたこと、そして原曲を

この合唱団用に編曲してくれた作曲家、

篠田昌伸氏の多大なる努力がなければで

きなかったことだと私は考えています。

　篠田氏のピアノ伴奏で最終練習が始ま

ったのが本番前の数回でしたが、その伴

奏の厚みと迫力に私は足がガタガタと震

えてしまい、一体どうやって歌い上げて

良いのか分からなくなったのです。それ

から毎日この伴奏を頭の中で思い起こ命がけで第 9を歌う合唱団
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ブランドと仕事 ⑬ブランドと仕事 ⑬

し、CD でベルリ

ン放送合唱団の

演奏を聴きな

がら気付いた

ことがありま

した。篠田氏

の伴奏はピア
ノ伴奏の域を超

え、ピアノでオー

ケストラ演奏をしていることでした。そのことに気付

いた瞬間、私はオーケストラボック

スの中で歌える幸せを感じ、声が出

て心が落ち着き始めたのでした。

　世界中の人が第 9を歌うことを

望むのは何故かも考えました。シラ

ーの詩を読みドイツ語の辞書で調べ

ている内にベートーベンが自分の死

を意識して作曲したのではないかと

思ったのです。天使達の歌声、何度となく繰り返され

る言葉 “ 喜こべ ” 。天国への凱旋を意識した者だけが

得られる深い喜びがこの第 9から学んだ 1番ステキ

なことでした。そして更に、画家、グスタフ・クリム

トは「ベートーベン・フリーズ」と題し、黄金のベー

トーベンと合唱団を壁画として残したのです。

　極めて希有な世界一小さな 22名の合唱団の第 9を

聴いて涙を流されたお客様のお顔を拝見しながら、第

9にしかない天国の喜びを私は体験させて頂いたと感

じました。

　新年あけましておめでとうございます。皆様、それ

ぞれの思いで新年をお迎えのことと思います。昨年は、

長年、手つかずになっていた外来を中心とした１階エ

リアと手術室の改装が完了し、清潔で綺麗な環境で昨

年 10月の 60周年記念式典を無事に開催できたこと、

そして幸いに、この地域では大きな災害も無く新たな

年を迎えられたことにとても感謝をしています。

　　　　　＊　　　　　  ＊  　　　　　＊　

　2010 年 11 月号から、定期的に月刊織本に「ブラ

ンドと仕事」というテーマで投稿してきました。そし

て現在に至るまで、組織改革、人事異動、最新医療機

器導入、手術室・外来エリア全面

改装などを一気に行ってきました。この 2年あまり

の間に、医師も含めて 100 人規模の職員の入れ替わ

りもあり、ここでもう一度「織本病院」と「ブランド」

を結び付けて「織本病院ブランド創り」を共有したい

と思います。

　ブランドという言葉は日本語に直すと、銘柄、商標

のことを言い、会計用語では「のれん」というそうです。

そう考えると「とらやの羊羹」も日本のブランドのひ

とつであることは間違い無いでしょう。分かり易く言

いますと織本病院を「病院事業のブランド」にしたい

壁画  『ベートーベン・フリーズ』
　　 左：裸の女々しい男女が黄金の甲冑をまとった騎士ベートーベンに助けを求めている
　　 右：喜こびを見つけ歓喜の歌を歌う女性達

・  指揮者との  舞台の人の息が合い  ピッタリ揃う  歌の響きよ

・  ベートーヴェン  この日のために編曲の  「第 9」を歌う  初公演なり

―  私の外来に通院されている森田純一さんから頂いた短歌です  ―
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今月のかべ新聞

ということです。当院は、既に創立 60年の歴史があ

りますので「のれん」と言えるだけの周辺エリアでの

知名度があります。そこで、ここからは「ブランドと

仕事」について当院の新たなメンバーに加わった皆さ

んを含めて一緒に考えてみたいと思います。ブランド

とは、企業が確立した顧客吸引力、収益力のシンボル

であり看板でもあります。「ブランド力」は、例えば

次のようなもので測れます。① 知名度 ② 優れた人材

（経営者・従業員） ③ 技術力 ④ 老舗 など他企業にな

い企業価値等です。これらの点で圧倒的な存在感を確

立することができているとブランドと呼ぶことができ

ると思います。顧客の視点からは、そのブランドでな

ければ味わえない体験を約束してくれるのです。例え

ばディズニーランドは、そこでしか味わえない独特の

世界を提供し顧客に深い満足を約束しています。ここ

で大切なことは、そのブランドが持つ独自のビジョン、

理念を忠実に事業として再現できていることです。こ

のことが「ファンがファンを増やす」という仕組みに

さえなっています。そして、顧客が感じた満足感を従

業員が実感できれば従業員に達成感が得られて新たな

行動への活力となり得ます。ですから、同じように私

達は織本病院の理念とビジョンを忠実に病院業務に再

現することが大切なのです。更に、織本病院ブランド

を実現するための戦略もあります。ディズニーランド

の従業員は、お客様を前に舞台に立っている感覚であ

り、そこで働くことに誇りを持っているので、笑顔が

絶えず、職場に愛情を持っているので掃除も行き届い

ています。織本病院もこうありたいと思っています。

今年も職員一丸となり、実現に向けて目標管理への取

り組みを強化していきますので楽しみにしていて下さ

い。

　当院の１階外来待合エリア近くのティーコーナーの

柱に「スターウォーズ」での仕事が評価され、独自の

スタイルを確立したハリソン・エレンショーのディズ

ニー絵画が飾ってありますので、しばし鑑賞をして、

このことに思いを巡らせてみて下さい。



月号2013年 1月 1日    （毎月 1回発行） 111

糖尿病教室のお知らせ

午後 1 ： 00 ～ 1 ： 45

第 1 会議室 （当院4 Ｆ）

無料

不要（直接お越しください）

時　　間 ：

会　　場 ： 

参加費 ： 

予 　　約 ：

たくさんの方のご参加をお待ちしております。

・ 　糖尿病をもっと知ろう 「①フットケア ②災害時の対応」　　講師 ： 看護師・ 　糖尿病をもっと知ろう 「①フットケア ②災害時の対応」　　講師 ： 看護師

・ 　糖尿病とインスリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師 ： 薬剤師・ 　糖尿病とインスリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師 ： 薬剤師

第 19 回　1 月   8 日（火）第 19 回　1 月   8 日（火）

第 20 回　1 月 22 日（火）第 20 回　1 月 22 日（火）
・ 　外食の選び方について考えよう　　　　講師 ： 管理栄養士・ 　外食の選び方について考えよう　　　　講師 ： 管理栄養士

・ 　糖尿病に対する運動療法　　　　　・ 　糖尿病に対する運動療法　　　　　　　　　　　　　講師 ： 理学療法士講師 ： 理学療法士

・ 　糖尿病の検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師 ： 臨床検査技師・ 　糖尿病の検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師 ： 臨床検査技師


